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泥リンピック
9月２３日

　遠賀泥リンピック実行委員会主催の泥リンピックが
開催されました。浮き島渡りの競技では、オニバスに見
立てたマットに飛び移り、泥んこになった子どもたちの
姿に会場中に歓声があがりました。
　普段触ることのない泥にまみれ、笑顔いっぱいの一日
でした。
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　９月定例会は、９月３日から19日まで17

日間開催されました。

　議案は、平成29年度一般会計と９特別会

計の決算、条例の改正、財産の処分、平成

30年度一般会計と特別会計の補正予算など、

16件が上程され、慎重審議を行いました。

定例会９月

監査委員指摘事項
　本年度の普通会計の決算状況をみる
と、実質単年度収支は４３１１万円の
赤字であり、実質収支比率は 5.1% とな
っている。経常収支比率は 93.9％と前
年度比 1.5 ポイント減少、実質公債費
比率は前年度と同じく 6.5% となって
いる。決算額は歳入歳出ともに前年度
比 15.5％減となっており、決算規模は
縮小している。
　このように厳しい財政状況の中、最
小の経費で最大の効果をあげるという
自治体経営の基本理念にたって、第５
次遠賀町総合計画に沿った各種重要施
策の継続性を損なうことなく、限られ
た財源の最適配分と支出の一層の効率
化を図ることにより、引き続きより健
全で効率的な行財政運営に努めていた
だき、町民の福祉の増進に努められる
よう期待するものである。

会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額
一 般 会 計 ７５億５１８２万円 ７３億３８５２万円 ２億１３３０万円

特

別

会

計

国民健康保険事業 ２６億４４４７万円 ２５億６９１３万円 ７５３４万円
住宅新築資金等貸付事業 ９２３万円 ８８７万円 ３６万円
遠賀霊園事業 ６６７２万円 ５９６５万円 ７０７万円
学校給食事業 １億７３３０万円 １億７３２８万円 ２万円
地域下水道事業 ９８４８万円 ９６６２万円 １８６万円
農業集落排水事業 ９５６０万円 ９２５０万円 ３１０万円
公共下水道事業 ６億２８２７万円 ６億１６３３万円 １１９４万円
土地取得 ２億７７１０万円 ２億７６８４万円 ２６万円
後期高齢者医療 ３億３６８９万円 ３億２９７３万円 ７１６万円

 平成29 年度　各会計歳入歳出決算一覧 （万円未満四捨五入）

町税の税目別収入状況

一般会計 歳 入　　（万円未満四捨五入）

（万円未満四捨五入）

歳入総額
７５億 5182 万円

固定資産税
9 億 4194 万円

たばこ税
1 億 3487 万円

軽自動車税
5469 万円

町民税
9 億 2848 万円

平成 29 年度  20 億 5998 万円

的な運営を

依存財源　58.1％
（内訳）
国・県支出金　 24.0％　 地方交付税　 19.4％
町債（借入金）　　8.4％　 地方消費税交付金　　4.3％
そ の 他　　2.0％

自主財源　41.9％
（内訳）
町　　税　 27.3％　 繰 入 金　　4.1％
分担金・負担金　　3.0％　 繰 越 金　　3.3％
諸 収 入　　1.4％　 そ の 他　　2.8％

差引残額歳　出歳　入会　計　名

的な運営を
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購入費等の減によるものです。
　また、町の主な財源は、町税などの自主財源と国・
県からの支出金や地方交付税などの依存財源に分け
られますが、自主財源の比率は 41.9％と前年度比
2.0 ポイントの減です。
　特別会計では、地域下水道事業の歳出が９６６
２万円と、前年度比で３４７９万円の増額です。
　増加した主なものは、田園団地浄化槽撤去・整
備事業およびマンホール蓋改築事業に係る工事請負費
です。

　平成２９年度一般会計の決算内容は、歳出総
額７３億３８５２万円となり前年度に比べると
９億８３６７万円と 11.8％の大幅な減額となって
います。
　減少した主なものは、総務費、教育費と土木費で、
総務費は退職者の人数減に伴う退職手当の減、およ
び前年度に整備した別府広場整備事業に係る公有財
産購入費の減、教育費は前年度に整備した食育交流・
防災センター建築工事に係る繰出金の減、土木費は
老良・上別府線改良工事（２工区）に係る公有財産

※町財政状況の詳細は、遠賀町ホームページ（http://www.town.onga.lg.jp/）を
　ご覧ください。

民生費

２６億４１８７万円

総務費

１０億９４５１万円

土木費
　　

８億１４８６万円

教育費

１１億２８１０万円

公債費
（借入金の返済）

５億４３５６万円

衛生費

４億６５６２万円

消防費

２億６２０９万円

その他

３億８７９１万円

一般会計 歳 出　 （万円未満四捨五入）

（内訳）
農林水産業費　２億１４１１万円
議　 会 　費　１億　３８５万円
商 　工 　費　　　６９９５万円

歳出総額
７３億 3852 万円

民生費
36.0％

総務費
14.9％

土木費
11.1％

教育費
15.4％

消防費
3.6％

その他
5.3％

衛生費
6.3％

公債費
（借入金の返済）
7.4％

　平成 29 年度 決算認定
普通建設事業費の減に伴い、決算規模は、大幅に減少

（一般会計・国民健康保険事業特別会計・

　後期高齢者医療特別会計　　賛成多数認定）

（その他すべて　　　　　　　全員一致認定）

限られた財源、効率限られた財源、効率
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指
摘
１

　

山
び
こ
保
育
園
の
駐
車
場

に
つ
い
て
は
毎
年
借
地
料
を

補
助
し
て
い
る
が
、
経
費
面

を
考
え
、
買
収
に
向
け
て
努

力
さ
れ
た
い
。

指
摘
７

　

１
年
ま
た
は
５
年
間
病
院

に
受
診
し
て
い
な
い
世
帯

（
そ
の
他
の
要
件
も
あ
り
）

を
表
彰
す
る
「
優
良
健
康
家

庭
表
彰
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る

の
で
、
対
象
基
準
を
緩
和
す

べ
き
だ
。

指
摘
８

　

本
町
の
起
業
支
援
施
設
Ｐ

Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
（
ピ
ピ
ッ
ト
）
利

用
者
か
ら
の
起
業
は
大
き
な

事
業
効
果
な
の
で
、
事
業
実

績
報
告
書
に
記
載
し
報
告
す

べ
き
だ
。

か
保
育
所
か
ら
通
報
が
あ
る
。

す
ぐ
に
関
係
部
署
と
連
携
を

図
り
、
ケ
ー
ス
会
議
を
開
い

て
現
状
を
把
握
す
る
。
保
健

師
が
訪
問
し
て
必
ず
親
子
と

面
談
し
、
何
が
最
善
か
を
み

ん
な
で
考
え
て
い
く
。

平成 29 年度一般会計と９特別
会計の歳入歳出決算について、
各担当課から主要施策の事業実
績を中心に概要聴取を行い、予
算がどのように事務事業に反映
されたかを審査しました。

審査報告審査報告
決算特別委員会決算特別委員会

9月７日〜1１日

平成29年度平成29年度
委
員
長
報
告

決
算
特
別
委
員
会

～
私
た
ち
が
審
査
し
ま
し
た
～

指
摘
１

  来年までに検討を！

８項 目 の 指 摘
決算特別委員会から

町執行部へ

　

歳
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
収
入
確
保
の
努
力
が
十
分

に
な
さ
れ
て
い
る
か
」
に
着

目
し
、
具
体
的
に
は
「
町
税

の
徴
収
が
効
果
的
に
な
さ
れ

て
い
る
か
」「
補
助
金
を
予
算

ど
お
り
確
保
で
き
て
い
る
か
」

「
そ
の
他
収
入
確
保
の
努
力

が
十
分
で
あ
っ
た
か
」
を
審

査
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
議
決
さ
れ
た
予
算
が
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
事
業
効

果
が
上
が
っ
た
か
」
に
着
目

し
、
具
体
的
に
は
「
支
出
が

適
法
適
正
に
な
さ
れ
て
い
る

か
」「
不
用
額
は
妥
当
で
あ
る

右
か
ら

委
員

田
代　

順
二

萩
本　

悦
子

委
員
長

加
藤
陽
一
郎

副
委
員
長

仲
摩　

靖
浩

委
員

中
野　

嘉
徳

尾
下　

康
文

か
」「
予
算
の
流
用
や
予
備
費

の
充
当
は
適
正
か
」「
補
助
金

の
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
か
」

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
下
記
の
よ
う

な
指
摘
を
し
て
、
全
議
案
を

認
定
し
ま
し
た
。

　

次
の
指
摘
事
項
は
、
町
執

行
部
で
検
討
さ
れ
、
平
成
31

年
３
月
定
例
会
で
報
告
さ
れ

ま
す
。

指
摘
２

　

災
害
時
に
対
応
す
る
職
員

の
食
料
に
つ
い
て
は
町
で
確

保
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き

だ
。

指
摘
３

　

介
護
予
防
型
サ
ロ
ン
に
お

い
て
、「
口
腔
・
栄
養
」
に
つ

い
て
は
毎
年
回
数
が
減
少
し

て
い
る
。「
口
腔
・
栄
養
」
は

介
護
予
防
に
効
果
的
と
さ
れ

て
い
る
の
で
、
回
数
を
増
や

す
よ
う
に
検
討
す
べ
き
だ
。

指
摘
４

　

住
宅
資
金
貸
付
金
に
お
け

る
悪
質
滞
納
者
に
対
し
て
は
、

法
的
措
置
も
含
め
検
討
す
べ

き
だ
。指

摘
５

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
修

繕
費
は
金
額
が
大
き
い
の
で
、

予
備
費
充
当
で
は
な
く
当
初

予
算
に
組
み
込
む
べ
き
だ
。

指
摘
６

　

町
主
体
の
農
産
物
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

民
間
委
譲
を
進
め
る
努
力
を

す
べ
き
だ
。

民間委譲が望まれる農産物ブランド商品

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
改
訂
版
が
出
て
い
る

各
自
治
区
の
自
主
防
災

組
織
連
携
強
化
の
中
で
、

周
知
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
要
望
が
あ

れ
ば
出
前
講
座
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。

虐
待
児
へ
の
対
応
は
ど

う
い
う
方
法
で
や
っ
て

い
る
の
か
。

ひ
ど
い
虐
待
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
が
、
い
く
つ

が
、
知
ら
な
い
方
が
多
い
。

　

出
前
講
座
な
ど
を
開
催
し
、

積
極
的
に
活
用
方
法
を
啓
発

で
き
な
い
か
。

山びこ保育園駐車場

指
摘
２

指
摘
７

指
摘
８

指
摘
３

指
摘
４

指
摘
５

指
摘
６

こ
ん
な
質
疑
も

あ
り
ま
し
た

AA
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（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
２
回
目
の
補
正
予
算
は
、
５
４
５
０
万
円
を
増
額
し
、

予
算
規
模
は
71
億
６
７
４
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

森
林
再
生
事
業
に
特
定
さ
れ

な
か
っ
た
森
林
の
位
置
や
現

況
調
査
を
行
う
も
の
。

（
注
）
荒
廃
森
林
再
生
事
業

　

長
期
間
放
置
さ
れ
た
ス
ギ
ヒ

ノ
キ
林
を
手
入
れ
し
、
健
全
な

状
態
で
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た

め
、
森
林
環
境
税
を
活
用
し
て
、

市
町
村
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、

間
伐
な
ど
を
行
う
事
業
。

木
製
品
等
展
示
事
業
交
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　

18
万
円

　

日
常
的
に
森
林
や
木
と
の

か
か
わ
り
の
な
い
住
民
が
、

身
近
な
場
所
で
森
林
や
木
に

ふ
れ
あ
え
る
環
境
を
つ
く
る

た
め
に
町
立
図
書
館
に
三
段

ボ
ッ
ク
ス
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

に
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
、
遠
賀

中
学
校
特
別
支
援
教
室
に
三

【
主
な
も
の
】

ふ
れ
あ
い
の
里
改
修
工
事
費

　
　
　
　
　
　

４
７
４
万
円

　

ふ
れ
あ
い
の
里
浴
場
の
天

井
に
黒
カ
ビ
が
発
生
し
た
た

め
、
カ
ビ
防
除
・
研
磨
・
コ

ー
テ
ィ
ン
グ
補
修
、
換
気
工

事
等
を
行
う
も
の
。

水
田
農
業
担
い
手
機
械
導
入

支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　

４
８
６
万
円

　

認
定
農
業
者
１
人
に
４
条

刈
り
コ
ン
バ
イ
ン
を
購
入
す

る
た
め
の
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
。

荒
廃
森
林
特
定
調
査
業
務
委

託
料

　
　
　
　
　
　
　
　

40
万
円

　

平
成
29
年
度
ま
で
に
荒
（
注
）
廃

職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員

　
　
　

（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
選
任

す
る
も
の
。

　

尾
上　

翔　

さ
ん

　
　
　
　
　

（
小
倉
北
区
）

　

中
村　

優
美
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
広
渡
）

　

行
事　

和
美　

さ
ん

　
　
　
　
　
　

（
松
の
本
）

●
任
期

　

平
成
30
年
10
月
23
日
か
ら

　

平
成
32
年
10
月
22
日
ま
で

段
ボ
ッ
ク
ス
、
ふ
れ
あ
い
の

里
屋
内
運
動
場
に
ベ
ン
チ
を

設
置
す
る
な
ど
、
木
製
品
の

展
示
を
行
う
も
の
。

木製のテーブルセットが展示される町立図書館

教
育
委
員
会
委
員

　
　
　

（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
再
度

選
任
す
る
も
の
。

　

三
浦　

知
洋　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

（
新
町
）

●
任
期　

　

平
成
30
年
11
月
10
日
か
ら

　

平
成
34
年
11
月
９
日
ま
で

老
良
・
上
別
府
線
整
備
工
事

（
そ
の
３
）
請
負
契
約
の
締
結

　
　
　

（
全
員
一
致
可
決
）

　

老
良
・
上
別
府
線
整
備
工

事
（
そ
の
３
）
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
。

▽
入
札
の
方
法

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

１
億
６
１
１
３
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

株
式
会
社
宮
崎
組

　

遠
賀
支
店

▽
工
期

　

平
成
31
年
３
月
29
日
ま
で

老
良
・
上
別
府
線
整
備
工
事

（
そ
の
４
）
請
負
契
約
の
締
結

　
　
　

（
全
員
一
致
可
決
）

　

老
良
・
上
別
府
線
整
備
工

事
（
そ
の
４
）
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
。

▽
入
札
の
方
法

　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

▽
契
約
金
額

　

５
１
８
８
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

ヤ
ナ
ギ
建
設
株
式
会
社

　

遠
賀
支
店

▽
工
期

　

平
成
31
年
３
月
29
日
ま
で整備が進む「老良・上別府線」

防
災
行
政
無
線
は
、
７

月
の
豪
雨
の
と
き
に
内

豪
雨
な
ど
で
聞
き
取
り

に
く
い
場
合
、
電
話
を

か
け
る
と
放
送
の
内
容
が
確

認
で
き
る
「
テ
レ
ド
ー
ム
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
用
意
し

て
い
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

や
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の
カ
ー
ド

に
電
話
番
号
を
記
し
た
物
を

各
戸
に
配
布
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
テ
レ
ド
ー
ム
の

徹
底
を
な
お
一
層
啓
発
し
て

い
く
。

容
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。

　

自
治
体
に
よ
っ
て
は
個
別

受
信
機
の
全
戸
配
布
や
貸
し

出
し
を
し
て
い
る
。
検
討
す

る
考
え
は
な
い
か
。

各戸に配布されたテレドームカード

A

一
般
会
計
補
正
予
算

平成30年度

5
4
5
0
万
円 

増  

額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

人
事
案
件

契
　

約　

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

８
臨 

時 

会

８
月
　
日
開
催

2424
臨 

時 

会

８
月
　
日
開
催
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議
長
就
任
あ
い
さ
つ

議長

仲
な か の

野　新
しんざぶろう

三郎

第一・第二常任委員会委員長、
第二常任委員会副委員長などを
歴任

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご

推
挙
を
い
た
だ
き
、
遠
賀
町

議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
長
と
い
う
要
職
の
職
責

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

公
正
・
公
平
な
議
会
運
営
と

議
会
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負

託
に
し
っ
か
り
と
応
え
て
い

け
る
議
会
を
目
指
し
て
、
不

惜
身
命
こ
の
大
任
を
果
た
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 　

近
年
、
全
国
各
地
に
て
大

規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
に
も
、
改
め

て
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
更

な
る
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め

各
種
団
体
と
連
携
を
図
り
、

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な

方
々
が
速
や
か
且
つ
安
全
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
体
制
を

整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
遠
賀
町
が
更
に
発

展
し
て
い
く
た
め
に
、
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
構
想
や
遠
賀

川
駅
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
構

想
を
し
っ
か
り
推
し
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
や
教
育
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
お
い
て
も
町
民

の
声
に
耳
を
傾
け
、
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
遠
賀

町
議
会
に
対
し
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
臨
時
会
で
は
、
議
長

選
挙
や
各
種
委
員
の
選
任
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

議
長
選
挙

　

仲
野　

新
三
郎

第
一
常
任
委
員
会

　
　
　
　

新
体
制
ス
タ
ー
ト

　

10
月
10
日
、
仲
野
議
員
の

第
一
常
任
委
員
会
委
員
長
の

辞
任
に
伴
い
、
第
一
常
任
委

員
会
正
・
副
委
員
長
の
選
任

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
常
任
委
員
会
の
新
し

い
体
制
は
次
の
と
お
り
。

委
員
長

　

織
田　

隆
徳

副
委
員
長

　

中
野　

嘉
徳

委
員

　

尾
下　

康
文

　

二
村　

義
信

　

仲
摩　

靖
浩

　

仲
野　

新
三
郎

賛否が分かれた議案（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）

議席番号 １２３４５６７８９10 11 12 13

会議名 浜
岡
中
野
尾
下
二
村
萩
尾
田
代
濵
田
仲
摩
加
藤
仲
野
織
田
萩
本
古
野

９月
定例会

平成２９年度遠賀町一般会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○▲○○○○○○（
議
長
）

平成２９年度遠賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○▲○○○○○○
平成２９年度遠賀町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○▲○○○○○○

　※全員一致の議案は除いています。

10
平
成
30
年
 10
月
 10
日
開
催

臨 

時 

会

臨 

時 

会

平
成
30
年
 10
月
 10
日
開
催

新
議
長
決
ま
る 

新
議
長
決
ま
る 

議案名 議員名
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甲
佐
町
か
ら
視
察
に
来
ら

れ
ま
し
た

　

８
月
20
日
、
熊
本
県
甲
佐

町
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
、

議
長
、
副
議
長
、
議
会
事
務

局
長
の
７
人
が
、
行
政
視
察

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

甲
佐
町
は
人
口
１
万
７
１

７
人
、
面
積
57
・
93
㎡
で
、

一
級
河
川
緑
川
の
両
岸
に
開

け
た
農
業
が
盛
ん
な
町
で
す
。

　

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
の

被
害
が
現
在
も
残
り
、
難
行

す
る
復
旧
作
業
に
取
り
組
む

中
で
の
視
察
と
あ
り
、
今
回

の
視
察
を
町
政
に
役
立
て
よ

う
と
い
う
熱
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
議
会
基

本
条
例
や
議
会
ラ
イ
ブ
中
継

な
ど
で
、
質
疑
は
主
に
議
会

基
本
条
例
に
集
中
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
議
会
基
本
条
例
は

『
議
会
及
び
議
員
活
動
の
充

実
化
を
図
る
こ
と
で
町
民
の

負
託
に
的
確
に
応
え
、
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
寄

与
す
る
こ
と
』
を
目
的
と
し

た
内
容
で
す
が
、
質
疑
で
は

「
条
例
等
の
政
策
提
言
で
実

際
に
ど
の
よ
う
な
条
例
が
制

定
さ
れ
た
か
」「
町
民
と
の
意

見
交
換
会
は
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
る
の
か
」「
一
般
質
問

に
対
す
る
町
長
・
教
育
長
の

反
問
権
は
、
ど
の
程
度
受
け

付
け
る
の
か
」
等
、
活
発
な

意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
町
か
ら
の
質
問

で
は
、
地
域
で
教
育
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
甲

佐
町
で
開
塾
さ
れ
た
「
未
来

塾
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
、
有
意
義
な
視
察
受
け
入

れ
と
な
り
ま
し
た
。

熱心な意見交換が行われました

　

京
都
府
精
華
町
議
会

食
育
交
流
・
防
災
セ
ン
タ
ー
へ

　

７
月
25
日
、
京
都
府
精
華

町
議
会
総
務
教
育
委
員
会
の

皆
さ
ん
が
、
本
町
の
食
育
交

流
・
防
災
セ
ン
タ
ー
の
視
察

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

精
華
町
は
人
口
３
万
７
５

０
０
人
で
、
奈
良
県
に
隣
接

し
、
以
前
は
農
村
集
落
で
し

た
が
、
現
在
は
学
術
研
究
都

市
と
し
て
の
発
展
を
目
指
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

精
華
町
で
は
、
現
在
、
小

学
校
（
５
校
）
の
給
食
は
自

校
方
式
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

中
学
校
（
３
校
）
に
つ
い
て

は
、
給
食
は
実
施
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
保
護
者
か
ら

の
強
い
要
望
が
あ
り
２
年
後

を
め
ど
に
防
衛
省
の
補
助
を

受
け
て
の
防
災
・
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
を
目
指
し
て
お

り
、
今
回
、
本
町
の
食
育
交

流
・
防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

質
疑
応
答
で
は
、「
防
災
機

能
と
し
て
の
セ
ン
タ
ー
の
活

用
方
法
」
や
「
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
の
児
童
生
徒
へ
の
対
応
」

「
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産

地
消
」「
お
い
し
い
と
児
童
生

徒
に
喜
ば
れ
る
給
食
を
提
供

す
る
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
、
充

実
し
た
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

予
定
し
て
い
た
２
時
間
が
あ

っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
後
は
、
セ
ン

タ
ー
内
を
見
学
さ
れ
た
の
で

す
が
、
皆
さ
ん
は
、
徹
底
さ

れ
た
衛
生
管
理
や
最
新
の
厨

房
施
設
に
は
目
を
見
張
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
視
察
を
機
に
今
後
と

も
情
報
交
換
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

厨房施設に質問が集中しました

古
野
修
氏
が
議
員
辞
職

　

９
月
20
日
に
、
前
本
町
議

会
議
長
の
古
野
修
氏
か
ら
、

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
辞
職

願
い
が
提
出
さ
れ
、
地
方
自

治
法
第
１
２
６
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
９
月
30
日
を
も
っ

て
議
員
辞
職
と
な
り
ま
し
た
。

　

古
野
氏
は
、
平
成
19
年
の

　

10
番　

欠
番

　

13
番　

仲
野　

新
三
郎

初
当
選
か
ら
三
期
連
続
当
選

さ
れ
、
第
一
・
第
二
常
任
委

員
会
委
員
長
、
基
地
対
策
特

別
委
員
会
委
員
長
、
第
二
常

任
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を

歴
任
し
、
平
成
27
年
5
月
よ

り
本
町
議
会
議
長
を
務
め
て

い
ま
し
た
。

議員辞職された古野氏

議
会
運
営
委
員
会
新
委
員
に

　
　
　
　

中
野
嘉
徳
議
員

　

10
月
10
日
、
仲
野
議
員
の

議
長
就
任
に
伴
い
、
欠
員
に

な
っ
た
議
会
運
営
委
員
会
の

委
員
は
、
議
長
指
名
で
中
野

議
員
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
の
新
し

い
体
制
は
、
次
の
と
お
り
。

委
員
長

　

織
田　

隆
徳

副
委
員
長

　

加
藤　

陽
一
郎

委
員

　

中
野　

嘉
徳

　

仲
摩　

靖
浩

　

濱
田　

竜
一

　

萩
本　

悦
子

よ
う
こ
そ

遠
賀
町
へ

ＣＯＵＮＣＩＬ

ＮＥＷＳ
議会ニュース

議
席
の
一
部
変
更



※ 一般質問の議事録は、遠賀町ホームページ
  （http://www.town.onga.lg.jp/）で公開します。
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一 般 質 問議員が町に対して現行行政の見直しや新規政策を
提言する議員の重要な活動の一つです。

一般質問に関する記事は、
質問者自身で作成しています。 平成 30 年 ９ 月 ６日

昇
し
た
こ
と
に
よ
り
、
内
（
注
）な
い水す
い

氾は
ん

濫ら
ん

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
目
の
前
に
迫
っ

た
洪
水
被
害
を
想
定
し
た
避

難
勧
告
で
あ
っ
た
た
め
に
高

台
に
位
置
し
、
２
段
階
避
難

を
要
し
な
い
遠
賀
中
学
校
・

遠
賀
南
中
学
校
の
２
か
所
を

選
定
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
適

切
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

７
月
６
日
避
難
勧
告

発
令
時
の
指
定
避
難
所
は
、

遠
賀
中
学
校
と
遠
賀
南
中
学

校
の
体
育
館
の
２
か
所
の
み

だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

遠
賀
川
の
水
位
が
上

け
る
指
定
避
難
所
と
い
う
の

は
、
遠
賀
中
学
校
の
第
一
・

第
二
体
育
館
、
遠
賀
南
中
学

校
の
体
育
館
、
遠
賀
高
校
の

体
育
館
の
み
だ
。
こ
れ
だ
け

で
い
い
の
か
。

　

避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た

時
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
道

路
の
冠
水
・
浸
水
状
況
は
把

握
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
で
、
住
民
、

特
に
高
齢
の
方
々
が
遠
い
遠

賀
中
学
校
や
遠
賀
南
中
学
校

に
安
全
に
行
き
着
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

　

今
回
、
地
元
の
強
い
要
望

で
広
渡
小
学
校
の
校
舎
が
開

放
さ
れ
た
が
、
避
難
さ
れ
た

方
々
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
の
割
合
は
76
・

９
％
で
、
遠
賀
中
学
校
の
45

・
６
％
、
遠
賀
南
中
学
校
の

56
・
８
％
に
比
べ
て
高
い
比

率
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
全
町
民
の
う
ち
、
指

定
避
難
所
や
地
区
公
民
館
に

避
難
し
た
人
は
、
２
・
68
％

に
過
ぎ
な
い
。

　

避
難
所
が
近
け
れ
ば
、
高

齢
者
を
は
じ
め
も
っ
と
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
を

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

小
学
校
区
な
ど
、
よ
り
小

さ
な
地
域
ご
と
に
避
難
所
を

指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

本
町
の
洪
水
時
に
お

洪水時の指定避難所の数は
現状のままでいいのか

小学校の校舎も緊急避難所として
指定することも必要と思っている

本
町
に
は
３
校
の
小

学
校
が
あ
る
が
、
基
本
的
に

は
３
校
と
も
平
た
ん
地
の
中

の
遠
賀
川
の
浸
水
想
定
区
域

内
に
あ
る
た
め
、
洪
水
の
避

難
所
と
し
て
は
適
し
て
い
な

い
。

　

た
だ
校
舎
に
つ
い
て
は
、

３
階
以
上
の
建
物
と
い
う
こ

と
で
、
洪
水
避
難
可
能
建
物

と
し
て
避
難
所
指
定
を
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

今
後
は
災
害
時
の
緊
急
度

や
避
難
情
報
発
令
の
時
間
帯

な
ど
の
実
情
に
応
じ
て
、
各

小
学
校
の
校
舎
も
緊
急
避
難

所
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
も

必
要
と
思
っ
て
い
る
。

　
（
注
）
内
水
氾
濫

　

そ
の
場
所
に
降
っ
た
雨
水
や

周
り
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
水

が
は
け
き
れ
ず
に
溜
ま
っ
て
で

き
る
洪
水
。
川
の
水
位
が
何
ｍ

に
達
す
れ
ば
警
報
を
出
す
な
ど

の
対
応
が
難
し
い
た
め
、
注
意

が
必
要
。

はぎ もと         えつ   こ

萩本　悦子

溢い
っ
す
い水

・
氾
濫
の
危
機
に
瀕
し
た
西
川

町  

長

町  

長
議
員

議
員 洪

水
時
に
お
け
る
指

定
避
難
所
数
は



※ 一般質問の議事録は、遠賀町ホームページ
  （http://www.town.onga.lg.jp/）で公開します。
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一 般 質 問 議員が町に対して現行行政の見直しや新規政策を
提言する議員の重要な活動の一つです。

一般質問に関する記事は、
質問者自身で作成しています。平成 30 年 ９ 月 ６日

道徳教科化開始。指導や評
価はどのようにするのか

道徳的価値と自分との関わりに気
づく授業を。数値の評価はしない

小
学
校
で
道
徳
の
教

科
化
が
始
ま
っ
た
が
、
指
導

や
評
価
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。　

教
師
が
教
え
を
押
し

付
け
る
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
が
し
っ
か
り
考
え
話
し
合

い
、
道
徳
的
価
値
と
自
分
と

の
関
わ
り
に
気
づ
く
授
業
を

目
指
す
も
の
と
考
え
る
。

　

道
徳
科
は
教
科
な
の
で
当

然
評
価
を
行
う
が
、
特
別
な

教
科
で
あ
る
た
め
、
そ
の
評

価
も
他
教
科
と
は
異
な
る
。

学
習
指
導
要
領
で
は
「
数
値

な
ど
に
よ
る
評
価
は
行
わ
な

い
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

各
学
校
に
記
述
式
の
評
価
を

お
願
い
す
る
。
他
の
子
ど
も

と
の
比
較
に
よ
る
相
対
評
価

で
は
な
く
、
児
童
が
い
か
に

成
長
し
た
か
を
積
極
的
に
受

け
止
め
励
ま
す
よ
う
な
個
人

内
評
価
、
一
つ
一
つ
の
項
目

で
は
な
く
、
大
く
く
り
な
ま

と
ま
り
を
踏
ま
え
た
評
価
を

留
意
し
な
が
ら
行
う
よ
う
お

願
い
し
て
い
る
。

数
値
で
は
な
い
が
記

述
式
で
評
価
す
る
こ
と
は
子

ど
も
の
人
権
に
関
わ
る
と
思

う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
に
優
劣
を
つ

け
る
の
で
は
な
く
、
い
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
て
し
っ
か
り

伸
ば
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
の

が
基
本
的
な
考
え
だ
。

学
習
指
導
要
領
に
は

「
く
じ
け
ず
に
努
力
し
て
物

事
を
や
り
ぬ
く
」「
正
直
に
明

る
い
心
で
生
活
す
る
」
等
書

い
て
あ
る
が
、
明
る
く
生
活

で
き
な
い
子
ど
も
に
つ
い
て

は
ど
う
評
価
を
す
る
の
か
。

評
価
の
仕
方
と
し
て

は
、
子
ど
も
の
事
実
を
た
く

さ
ん
と
っ
て
お
い
て
、
い
い

こ
と
も
悪
い
こ
と
も
あ
る
が
、

大
く
く
り
で
励
ま
す
よ
う
に

評
価
す
る
と
い
う
の
が
道
徳

の
評
価
の
流
れ
だ
。

　

例
え
ば
、
バ
ス
に
お
年
寄

り
が
乗
っ
て
き
た
と
し
て
、

「
ど
う
ぞ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

と
言
っ
て
席
を
譲
る
子
ど
も

は
評
価
し
や
す
い
が
、
道
徳

を
勉
強
し
た
後
に
席
を
譲
る

か
葛
藤
し
て
い
る
子
ど
も
、

何
も
考
え
な
い
子
ど
も
は
客

観
的
に
見
て
違
い
が
分
か
ら

ず
評
価
が
し
に
く
い
。
そ
れ

を
子
ど
も
た
ち
が
日
々
の
授

業
で
見
て
、
道
徳
の
時
間
を

積
み
上
げ
て
最
終
的
に
大
く

く
り
で
励
ま
す
評
価
に
な
る

よ
う
に
し
た
い
。

　

明
る
い
か
暗
い
か
の
評
価

は
事
実
を
記
録
す
る
し
か
な

い
。

席
を
譲
る
子
ど
も
、

譲
ら
な
い
子
ど
も
を
評
価
す

る
こ
と
が
お
か
し
い
の
で
は

な
い
か
。「

特
別
な
教
科
道
徳
」

な
の
で
記
録
と
し
て
足
跡
と

し
て
変
容
を
見
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
結
論
は
、
評
価
は

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
て
い
る
。

※
こ
の
他
に
も

　

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
停
設

　

置
」「
遠
賀
川
駅
Ｊ
Ｒ
減
便
」

　

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

 た     しろ　      じゅん    じ

田代　順二

小
学
校
で
使
用
の
道
徳
教
科
書

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

議
員

議
員

議
員

議
員

記
述
式
評
価
は
子
ど

も
の
人
権
に
関
わ
る

道
徳
教
科
化
指
導
や

評
価
は
ど
の
よ
う
に
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議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
遠
賀
町
議
会
事
務
局　

☎
０
９
３(

２
９
３)

１
２
３
５　

e-m
ail : gikaijim

ukyoku@
tow

n.onga.lg.jp

　

９
月
議
会
は
、
予
算
を
決

め
る
３
月
議
会
と
同
様
、
平

成
29
年
度
の
決
算
を
審
議
す

る
重
要
な
議
会
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　

決
算
委
員
会
は
６
名
の
委

員
で
構
成
さ
れ
、
平
成
29
年

度
の
決
算
書
と
実
績
報
告
書

を
も
と
に
執
行
部
側
に
い
ろ

ん
な
疑
問
点
を
指
摘
し
て
、

次
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
有
意
義
な
内
容

の
議
論
が
続
い
て
、
緊
張
感

が
漂
い
、
３
日
間
の
集
中
審

議
が
短
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
指
摘

が
出
ま
し
た
が
、
特
に
重
要

と
思
わ
れ
る
８
項
目
を
指
摘

事
項
と
し
て
本
紙
の
中
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
町
執
行
部
が
検
討

し
た
答
え
は
来
年
の
３
月
議

会
で
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

本
紙
６
月
号
に
掲
載
の
予

定
で
す
。

　
　
　
　
　
　

萩
尾　

修
身

 
 

遠
賀
議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

議
　
長

　
仲
野
　
新
三
郎

議
会
広
報

　
　
　
常
任
委
員
会

委
員
長

　

仲
摩
　
靖
浩

副
委
員
長

　
萩
尾
　
修
身

委
　
員

　
尾
下
　
康
文

　
田
代
　
順
二

　
濵
田
　
竜
一

　
萩
本
　
悦
子

次回の定例会は12月です
詳しい日程は、11 月中旬に遠賀町ホームページ
　　　　　　　　　　（http://www.town.onga.lg.jp/）でお知らせします。

お気軽
に傍聴

に

お越し
くださ

い。

本会議の様子は、以下の場所でライブ中継を行います。
遠賀町役場・遠賀町中央公民館・ふれあいの里センター・駅前サービスセンター

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会

第 2 7 回
　

９
月
15
日
・
16
日
に
滋
賀

県
大
津
市
琵
琶
湖
漕
艇
場
に

て
、
第
27
回
全
国
市
町
村
交

流
レ
ガ
ッ
タ
大
津
大
会
が
開

催
さ
れ
、
議
会
チ
ー
ム
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
本

町
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
、
壮

年
男
子
の
部
に
「
お
ん
が
の

赤
し
そ
」、壮
年
女
子
の
部
に

「
お
ん
が
★
蓮
っ
娘
」
も
参

加
し
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
漕
艇
場
は
、
琵
琶

湖
と
瀬
田
川
の
境
界
に
昭
和

46
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
関

西
を
代
表
す
る
、
ボ
ー
ト
・

カ
ヌ
ー
の
専
用
コ
ー
ス
で
、

数
多
く
の
全
国
規
模
の
大
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
天
候
は
曇
り
で
し

た
が
、
波
は
静
か
で
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
は
良
く
大
き
な

湖
で
の
コ
ー
ス
は
大
変
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

会
場
内
の
ブ
ー
ス
で
は
、

お
も
て
な
し
の
、
し
じ
み
汁

の
振
る
舞
い
を
は
じ
め
、
大

津
名
物
三
井
寺
力
餅
な
ど
、

様
々
な
地
域
の
特
産
品
販
売

や
、
来
年
行
わ
れ
る
第
28
回

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ

大
分
県
日
田
大
会
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
も
あ
り
、
参
加
チ
ー
ム
同

士
の
様
々
な
交
流
も
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

競
技
で
は
今
回
予
選
か
ら

決
勝
に
進
出
で
き
る
基
準
が

厳
し
く
、
各
チ
ー
ム
と
も
惜

し
く
も
決
勝
戦
に
は
進
出
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
翌
日
の
交
流
試
合

で
は
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を

残
し
、
２
日
間
の
大
会
参
加

を
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

応援も全力で！

　

平
成
30
年
９
月
28
日
、
第

二
常
任
委
員
会
で
は
、
ふ
れ

あ
い
の
里
浴
場
の
黒
カ
ビ
の

発
生
状
況
の
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
の
里
の
浴
場
は
、

平
成
27
年
８
月
に
天
井
板
の

一
部
が
破
損
落
下
し
た
た
め

に
県
の
森
林
整
備
加
速
化
・

森
林
再
生
事
業
の
補
助
金
６

４
０
万
円
を
受
け
、
改
修
工

事
費
１
５
６
３
万
円
を
か
け

て
、
全
面
張
替
え
を
行
い
ま

し
た
が
、
今
年
に
入
っ
て
、

天
井
板
の
「
浮
き
」
が
見
ら

れ
、
全
面
に
黒
カ
ビ
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
木
の
天

井
板
を
剥
が
し
、
カ
ビ
が
発

生
し
な
い
材
質
へ
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
改
修

事
業
は
県
の
森
林
整
備
加
速

化
事
業
の
補
助
で
行
っ
た
た

め
、
木
を
使
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
補
助
を

受
け
て
３
年
し
か
経
過
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
天
井
板
を

撤
去
し
、
カ
ビ
の
生
え
に
く

い
材
料
に
張
り
替
え
る
工
事

で
は
、
県
の
許
可
を
得
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
今
回
検
討
を
重

ね
た
結
果
、
現
在
の
木
の
天

井
板
を
研
磨
し
、
カ
ビ
防
除

の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

ま
た
空
気
の
通
り
を
よ
く
す

る
た
め
に
換
気
工
事
を
行
う

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
の
工
程
に
つ
い

て
は
、
今
後
協
議
さ
れ
ま
す

が
、
工
期
に
は
約
１
カ
月
を

要
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
カ
ビ

が
生
え
な
い
よ
う
な
工
法
を

強
く
要
請
し
ま
し
た
。

カビ発生状況を厳しく調査しました

第
二
常
任
委
員
会
調
査


